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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高温且つ高速の完全燃焼火炎を反応域に噴射するジェットバーナを備えた反応器と、該
ジェットバーナの火炎及び燃焼ガスと直接接触混合するように可燃性廃棄物を前記反応器
の反応域に導入する廃棄物導入手段とを備え、前記完全燃焼火炎により前記可燃性廃棄物
を減容・気化する廃棄物処理装置において、
　前記可燃性廃棄物を前記反応器の上部から下向きに前記反応域に導入する廃棄物導入手
段と、
　１０００℃以上の高温水蒸気を前記反応域に噴射する水蒸気導入手段とを備え、
　複数の前記ジェットバーナが、前記反応器の外周壁に角度間隔を隔てて配置されており
、該ジェットバーナは、前記火炎を前記反応域の外周領域から横向きに該反応域内に噴射
するように配向され、前記可燃性廃棄物の気化により生成した前記可燃性廃棄物の気化ガ
ス及びミストを改質する改質域を前記火炎の下側に形成するとともに、前記改質域の改質
ガスが上昇可能な流動領域を前記火炎の間に形成し、
　前記水蒸気導入手段は、前記火炎により気化・減容した可燃性廃棄物に対して前記高温
水蒸気を接触混合するように噴射し、該高温水蒸気は、前記改質域において前記気化ガス
及びミストと接触混合し、前記改質域に生成した改質ガスは、前記流動領域を上昇し、
　前記気化ガス及びミストに含まれる重質炭化水素を前記高温水蒸気によって軽質化して
、前記反応器外に取り出して供給するようにしたことを特徴とする廃棄物処理装置。
【請求項２】
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　前記反応器は、円形横断面の縦型反応容器からなり、前記廃棄物導入手段は、前記可燃
性廃棄物を前記反応器の中心部から吐出することを特徴とする請求項１に記載の廃棄物処
理装置。
【請求項３】
　前記水蒸気導入手段は、前記可燃性廃棄物の吐出口の周囲に配置された水蒸気噴射口を
有し、前記水蒸気噴射口が噴射した高温水蒸気は、前記流動領域から前記改質域に流下す
ることを特徴とする請求項２に記載の廃棄物処理装置。
【請求項４】
　前記反応器は、円形横断面の縦型反応容器からなり、前記水蒸気導入手段は、前記反応
器の外周壁から前記改質域に前記高温水蒸気を噴射する水蒸気噴射口を有することを特徴
とする請求項１に記載の廃棄物処理装置。
【請求項５】
　前記反応器は、円形横断面の縦型反応容器からなり、前記水蒸気導入手段は、前記反応
器の外周壁から前記ジェットバーナと実質的に同じレベルで前記高温水蒸気を噴射する水
蒸気噴射口を有することを特徴とする請求項１に記載の廃棄物処理装置。
【請求項６】
　可燃性廃棄物を反応器の反応域に導入するとともに、高温且つ高速の完全燃焼火炎をジ
ェットバーナによって前記反応域に噴射し、前記可燃性廃棄物を前記完全燃焼火炎及び燃
焼ガスと直接接触混合せしめ、前記完全燃焼火炎により前記可燃性廃棄物を減容・気化す
る廃棄物処理方法において、
　前記可燃性廃棄物を前記反応器の上部から下向きに前記反応域に導入し、
　前記完全燃焼火炎を前記反応域の外周領域から角度間隔を隔てて前記反応域の中心領域
に向けて横向きに噴射して、前記可燃性廃棄物の気化ガス及びミストを改質する改質域を
前記火炎の下側に形成するとともに、前記改質域の改質ガスが上昇可能な流動領域を前記
火炎の間に確保し、
　該火炎を前記可燃性廃棄物と交差衝突せしめて該可燃性廃棄物を気化・減容し、
　１０００℃以上に加熱した高温の水蒸気を前記反応域に噴射して、前記完全燃焼火炎に
より気化・減容した可燃性廃棄物に対して前記水蒸気を接触混合せしめ、前記可燃性廃棄
物の気化により生成した前記気化ガス及びミストに含まれる重質炭化水素を前記水蒸気に
よって軽質化し、カロリー値を増大した前記改質ガスを生成して、前記反応器外に取り出
して供給することを特徴とする廃棄物処理方法。
【請求項７】
　前記反応器の中間高さ部分から前記完全燃焼火炎を噴射することを特徴とする請求項６
に記載の廃棄物処理方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、廃棄物処理装置及び廃棄物処理方法に関するものであり、より詳細には、高温
且つ高速の燃焼火炎又は燃焼ガスとの直接接触混合により廃棄物を気化し且つ減容する廃
棄物処理装置及び廃棄物処理方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
超音速且つ高速の火焔ジェットを噴射可能なジェットバーナを備えた含油スラッジの廃棄
処理システムが知られている（特開平７－２７５８９７公報、特開２０００－２４８３号
公報、特許第２５３７０１８号等）。
【０００３】
この方式の含油スラッジ処理システムは、図７に例示する如く、主として、スラッジタン
クＡ、反応器Ｃ、分離器Ｄ、凝縮器Ｇ及び焼却器Ｋから構成される。スラッジタンクＡは
、石油スラッジ又は廃油スラッジ等の含油スラッジを収容し、タンク内の含油スラッジ塊
は、スクリュフィーダＭによって反応器Ｃに供給される。ケロシン、メタンガス等の炭化
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水素系燃料が燃料供給路Ｓ１によってジェットバーナＢの基部Ｂ１に供給され、圧縮空気
等の酸化剤が燃焼用空気供給管Ｓ２によって基部Ｂ１に供給される。ジェットバーナＢの
高温部を冷却するための冷却水が、冷却水供給管Ｔ１、基部Ｂ１及び冷却水還流管Ｔ２を
含む冷却水循環回路を循環する。
【０００４】
ジェットバーナＢの先端（下端）ノズルから噴射した高温且つ高速の火炎ジェットは、ス
クリュフィーダＭから反応域に吐出した含油スラッジ塊を粉砕し、含油スラッジ中の水分
及び油分を気化する。油蒸気、水蒸気、油ミスト、固形分及び燃焼ガスを含む高温混合気
が反応器Ｃ内に生成し、反応域の上部からガスダクトＬ１に流出し、第１分離器Ｄ１、ガ
スダクトＬ２、第２分離器Ｄ２、ガスダクトＬ３及び凝縮器Ｇを流通した後、ガスダクト
Ｌ４の送風機Ｆによって焼却器Ｋに導入される。分離器Ｄ１、Ｄ２は、混合気中の固形分
を遠心分離法等により分離して回収し、凝縮器Ｇは、混合気を冷却して混合気中の油分及
び水分を回収する。凝縮器Ｇで冷却したガスは、送風機Ｆの圧力下に凝縮器Ｇから導出さ
れ、ガスダクトＬ４によって焼却器Ｋに給送され、焼却器Ｋの燃焼装置（バーナー）Ｋ１
によって焼却処分される。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
このような従来の廃棄物処理システムによれば、ジェットバーナの高温且つ高速の完全燃
焼火炎（火炎ジェット）によって含油スラッジ塊を粉砕し、含油スラッジを気化・減容し
且つ無公害化するとともに、含油スラッジの油分を混合気の遠心分離過程及び凝縮過程で
回収することができる。
【０００６】
しかしながら、含油スラッジ中の有用な可燃成分を効率的に取り出すには、システムが複
雑化し、有効利用可能な可燃成分を効率的に回収し難いことから、一般には、分離器及び
凝縮器で分離した固形分及び油分は、埋立処分又は焼却処分されるにすぎない。また、固
形分及び油分を除去したガスは、発熱量が低いことから、通常は、低カロリーガスとして
焼却処分される。
【０００７】
他の方式として、固定層方式の廃棄物処理システムの構成を採用することも考慮し得るが
、この場合、含油スラッジ及び燃焼ガスの接触効率が低下し、処理能力に限界が生じる。
また、流動層方式の廃棄物処理システムの構成を採用し、これにより、接触効率及び処理
能力を若干向上することも考慮し得るが、含油スラッジ及び燃焼ガスの混合接触効率を向
上するには限界があり、有効利用可能な含油スラッジ中の可燃成分を効果的に回収するこ
とは、非常に困難である。
【０００８】
本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、含油
スラッジ等の所謂可燃性廃棄物を加熱し、気化・減容し、気化・減容過程で生成した気化
ガス及びミスト（油蒸気）等の混合気中の重質炭化水素を軽質炭化水素に転換し、比較的
高カロリーの改質ガスを生成することができる廃棄物処理装置及び廃棄物処理方法を提供
することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段及び作用】
　上記目的を達成するために、本発明は、高温且つ高速の完全燃焼火炎を反応域に噴射す
るジェットバーナを備えた反応器と、該ジェットバーナの火炎及び燃焼ガスと直接接触混
合するように可燃性廃棄物を前記反応器の反応域に導入する廃棄物導入手段とを備え、前
記完全燃焼火炎により前記可燃性廃棄物を減容・気化する廃棄物処理装置において、
　前記可燃性廃棄物を前記反応器の上部から下向きに前記反応域に導入する廃棄物導入手
段と、
　１０００℃以上の高温水蒸気を前記反応域に噴射する水蒸気導入手段とを備え、
　複数の前記ジェットバーナが、前記反応器の外周壁に角度間隔を隔てて配置されており
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、該ジェットバーナは、前記火炎を前記反応域の外周領域から横向きに該反応域内に噴射
するように配向され、前記可燃性廃棄物の気化により生成した前記可燃性廃棄物の気化ガ
ス及びミストを改質する改質域を前記火炎の下側に形成するとともに、前記改質域の改質
ガスが上昇可能な流動領域を前記火炎の間に形成し、
　前記水蒸気導入手段は、前記火炎により気化・減容した可燃性廃棄物に対して前記高温
水蒸気を接触混合するように噴射し、該高温水蒸気は、前記改質域において前記気化ガス
及びミストと接触混合し、前記改質域に生成した改質ガスは、前記流動領域を上昇し、
　前記気化ガス及びミストに含まれる重質炭化水素を前記高温水蒸気によって軽質化して
、前記反応器外に取り出して供給するようにしたことを特徴とする廃棄物処理装置を提供
する。
【００１０】
本発明の上記構成によれば、可燃性廃棄物及び完全燃焼火炎は、反応域において交差衝突
して直接接触混合し、可燃性廃棄物は、瞬時に気化し且つ減容する。廃棄物の気化により
生成した気化ガス及びミストに含まれる重質炭化水素は、高温水蒸気と接触混合し、軽質
炭化水素に転換する。高温水蒸気により改質した気化ガス（改質ガス）は、カロリー値が
増加した比較的高カロリーの改質ガスとして系外の燃焼設備又は内燃機関等に供給され、
これにより、可燃性廃棄物の可燃成分が保有する熱エネルギーを回収し又は再利用するこ
とができる。
【００１１】
　本発明は又、可燃性廃棄物を反応器の反応域に導入するとともに、高温且つ高速の完全
燃焼火炎をジェットバーナによって前記反応域に噴射し、前記可燃性廃棄物を前記完全燃
焼火炎及び燃焼ガスと直接接触混合せしめ、前記完全燃焼火炎により前記可燃性廃棄物を
減容・気化する廃棄物処理方法において、
　前記可燃性廃棄物を前記反応器の上部から下向きに前記反応域に導入し、
　前記完全燃焼火炎を前記反応域の外周領域から角度間隔を隔てて前記反応域の中心領域
に向けて横向きに噴射して、前記可燃性廃棄物の気化ガス及びミストを改質する改質域を
前記火炎の下側に形成するとともに、前記改質域の改質ガスが上昇可能な流動領域を前記
火炎の間に確保し、
　該火炎を前記可燃性廃棄物と交差衝突せしめて該可燃性廃棄物を気化・減容し、
　１０００℃以上に加熱した高温の水蒸気を前記反応域に噴射して、前記完全燃焼火炎に
より気化・減容した可燃性廃棄物に対して前記水蒸気を接触混合せしめ、前記可燃性廃棄
物の気化により生成した前記気化ガス及びミストに含まれる重質炭化水素を前記水蒸気に
よって軽質化し、カロリー値を増大した前記改質ガスを生成して、前記反応器外に取り出
して供給することを特徴とする廃棄物処理方法を提供する。
【００１２】
【発明の実施の形態】
　本発明の好適な実施形態によれば、上記反応器は、円形横断面の縦型反応容器からなり
、上記廃棄物導入手段は、可燃性廃棄物を前記反応器の中心部から吐出する廃棄物導入口
を有する。好ましくは、上記水蒸気導入手段は、可燃性廃棄物の導入口の周囲に配置され
た水蒸気噴射口を有する。ジェットバーナの火炎の流動モーメンタムが実質的に作用しな
い高温水蒸気及び気化ガスの流動領域が火炎の間に形成され、可燃性廃棄物及び高温水蒸
気は、流動領域から底部反応域に降下し、改質域（底部反応域）において可燃性廃棄物の
気化ガスと接触混合して気化ガスを改質し、改質後の気化ガス及びミストは、流動領域を
上昇する。
【００１３】
　本発明の他の好適な実施形態において、上記水蒸気導入手段は、反応器の外周壁からジ
ェットバーナの下側の底部反応域（改質域）に高温水蒸気を噴射する水蒸気噴射口を有し
、該噴射口が噴射した高温水蒸気は、底部反応域において可燃性廃棄物の気化ガス及びミ
ストと接触混合する。
【００１４】
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　本発明の更に他の実施形態において、上記水蒸気導入手段は、上記反応器の外周壁から
上記ジェットバーナと実質的に同じレベルで上記高温水蒸気を噴射する水蒸気噴射口を有
し、該噴射口が噴射した高温水蒸気は、上記可燃性廃棄物の気化ガス及びミストと接触混
合する。
【００１５】
好適には、上記反応器は、半球形の底壁を備えるとともに、上昇した改質ガスを反応域か
ら流出するガス流出口を反応域の上部に備える。反応域の上部から導出した改質ガス中の
固形成分は、サイクロン分離器等の分離器によって除去され、改質ガス中のミスト、油蒸
気及び水蒸気は、凝縮器の冷却作用により凝縮し、改質ガスから除去される。
【００１６】
【実施例】
図１は、本発明の好適な実施例に係る廃棄物処理装置の全体構成を示すシステムフロー図
であり、図２及び図３は、図１に示す反応器の概略縦断面図及び横断面図である。
【００１７】
廃棄物処理装置は、反応器１０、サイクロン分離器５０、凝縮器６０、送風機７０及び水
蒸気加熱装置８０から構成され、可燃性スラッジ導入路Ｓ１及び水蒸気供給路Ｓ２が、反
応器１０の原料導入部１１に接続される。反応器１０、分離器５０、凝縮器６０及び送風
機７０は、ガスダクトＬ１、Ｌ２、Ｌ３によって直列に連結され、送風機６０は、ガスダ
クトＬ４を介して系外の燃焼設備又は発電設備等に接続される。
【００１８】
図２及び図３に示す如く、反応器１０は、円筒形外周壁１５の頂部及び底部を円形頂壁１
３及び半球形底壁１４によって閉塞した中空の縦型反応容器からなる。均一な直径を有す
る円形横断面の反応域２０が頂壁１３及び底壁１４の間に形成され、炭化水素の改質領域
を構成する半球形の底部反応域２５が、底壁１４によって反応域２０の下部に形成される
。頂壁１３、底壁１４及び外周壁１５は、耐火・保温材で被覆した金属成形板を一体的に
組付けた一体構造を有し、温度センサ及び圧力センサ（図示せず）が反応器１０の適所に
配置される。
【００１９】
原料導入部１１は、可燃性スラッジ導入路Ｓ１と連通する可燃性スラッジ供給管１７と、
水蒸気供給路Ｓ２と連通する環状の水蒸気噴射管１８とからなる二重管構造を有する。可
燃性スラッジ供給管１７は、円形頂壁１３の中心に配置され、水蒸気噴射管１８は、可燃
性スラッジ供給管１７の外側に同心状に配置される。可燃性スラッジ供給管１７及び水蒸
気噴射管１８は、頂壁１３を貫通して反応域２０の上部に開口する。可燃性スラッジ供給
管１７の導入口１７ａは、水蒸気噴射管１８の噴射口１８ａよりも若干下方に位置する。
【００２０】
　外周壁１５には、所定角度Θ（本例では１２０度）の角度間隔を隔てて複数（本例では
３機）の高速噴流型バーナ１２が取付けられる。各高速噴流型バーナ１２は、外周壁１５
の同一レベルに配置されたジェットバーナからなる。好ましくは、反応器１０の全高Ｈ、
外周壁全高（反応域２０の全高）Ｈ１、底壁全高（底部反応域２５の全高）Ｈ２、そして
、高速噴流型バーナ１２の高さ位置Ｈ３は、以下の範囲に設定される。
【００２１】
Ｈ１／Ｈ≧１／２
Ｈ２／Ｈ≦１／２
Ｈ３／Ｈ≦３／４
Ｈ３≧Ｈ２
【００２２】
各高速噴流型バーナ１２は、ケロシン等の炭化水素系燃料を供給する燃料供給管Ｓ３に接
続されるとともに、圧縮空気を供給可能な燃焼用空気供給管Ｓ４に接続される。燃料供給
管Ｓ３及び燃焼用空気供給管Ｓ４には、炭化水素系燃料及び圧縮空気の供給量及び供給時
期を制御する燃料制御弁及び空気制御弁（図示せず）が介装される。冷却水供給管及び冷
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却水還流管（図示せず）が高速噴流型バーナ１２に接続され、冷却水制御弁（図示せず）
の制御下に冷却水が高速噴流型バーナ１２の高温部を循環する。
【００２３】
各高速噴流型バーナ１２は、噴射ノズル１２ａを反応器１０の中心部に向けて水平に配向
され、噴射ノズル１２ａは、反応器１０の半径方向且つ水平方向に火炎ジェット１２ｂを
噴射する。図３に示す如く、火炎ジェット１２ｂの流動モーメンタム又は噴射圧等が影響
する火炎領域２２が、角度Θの間隔を隔てて反応域２０に形成される。火炎領域２２の間
には、火炎ジェット１２ｂの流動モーメンタム又は噴射圧等の影響を受け難く、これらが
実質的に作用しない流動領域２３が形成される。
【００２４】
混合気流出口２７が、外周壁１５の上端部に配置され、ガスダクトＬ１の上流端が、混合
気流出口２７に接続される。ガスダクトＬ１の下流端は、サイクロン分離器５０の上部流
入口５１に接続される。サイクロン分離器５０は、外筒部５２、円錐部５３及びダストバ
ンカー５４からなり、外筒部５２及び円錐部５３内には、混合気の旋回流が形成される。
混合気中の粗粒分は、旋回流の遠心分離作用により分離し、ダストバンカー５４に回収さ
れ、粗粒分を分離した気流は、上部送出口５５からガスダクトＬ２に送出される。
【００２５】
図４は、水蒸気加熱装置８０の構造を概略的に示す断面図である。水蒸気加熱装置８０は
、図4(A)に示す作動形態と、図4(B)に示す作動形態とを所定時間（例えば、３０～６０秒
）毎に交互に実行する。
【００２６】
水蒸気加熱装置８０は、加熱炉本体８８、４方弁８７及び切換制御弁８５、８６を備える
。加熱炉本体８８は、左右一対のハニカム型蓄熱体８１、燃焼室８２、燃焼用空気吐出部
８３及び燃料噴射ノズル８４を有する。燃焼用空気供給路ＳＡ及び燃料供給路ＳＦの空気
及び燃料が、制御弁８５、８６の制御下に空気吐出部８３及び燃料噴射ノズル８４から燃
焼室８２のいずれか一方に交互に供給され、比較的低温（１００～２００℃）の水蒸気が
、従来構造の水蒸気発生器から水蒸気供給路ＬＳに給送され、４方弁８７の制御下に蓄熱
体８１のいずれか一方に交互に供給される。燃焼室８２に生成した高温の燃焼ガスは、蓄
熱体８１を加熱した後、排気ファン８９の排気誘引圧力下に排気路ＥＡ及び排気流路ＥＧ
から排気される。低温水蒸気は、分配路Ｌ１又はＬ２から高温の蓄熱体８１に供給され、
蓄熱体８１に伝熱接触して１０００℃以上、好ましくは、１２００℃以上の高温に加熱さ
れた後、水蒸気供給路Ｓ２に流出し、反応器１０の原料導入部１１（図１）に供給される
。
【００２７】
次に、廃棄物処理装置の作動について説明する。
可燃性スラッジ塊１が可燃性スラッジ導入路Ｓ１を介して可燃性スラッジ供給管１７に連
続供給される。可燃性スラッジ塊１は、可燃性スラッジ供給管１７の下端開口部（導入口
）１７ａから反応域２０に吐出し又は落下する。水蒸気加熱装置８０によって１０００℃
以上、好ましくは、１２００℃以上に加熱された高温水蒸気が、水蒸気噴射管１８の下端
開口部（噴射口）１８ａから反応域２０内に下向きに噴射する。
【００２８】
炭化水素系燃料及び圧縮空気が燃料供給管Ｓ３及び燃焼用空気供給管Ｓ４から各高速噴流
型バーナ１２に供給され、高速噴流型バーナ１２は、高速且つ高温の火炎ジェット１２ｂ
を反応域２０内に水平且つ径方向に噴射する。火炎ジェット１２ｂの火炎特性は、例えば
、噴射圧５．５～６ｋｇ／ｃｍ2 、噴射速度約１２００ｍ／ｓ、コア温度約１３００～２
０００℃に設定される。高速噴流型バーナ１２の空燃比（空気及び炭化水素系燃料の混合
比）は、残存酸素が燃焼ガス中に実質的に存在しない完全燃焼火炎（火炎ジェット）を反
応域２０に形成するように設定される。
【００２９】
反応域２０内に落下した可燃性スラッジ塊１は、反応域２０内で径方向外方に若干拡散し
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ながら降下し、火炎ジェット１２ａと交差衝突する。高速且つ高温の火炎ジェット１２ａ
と交差衝突した可燃性スラッジ塊１は、噴霧状且つ微粒子状に変化して拡散し、可燃性ス
ラッジ塊１中の水分は、過熱水蒸気として気化し、可燃性スラッジ塊１中の油分は、蒸気
化し又は熱分解する。水分及び油分を逸失して減量ないし軽比重化した可燃性スラッジの
固形分は、流動領域２３から底部反応域２５に流下し、底板１４の輪郭に沿って流動し、
可燃性スラッジ中の油分は、更に蒸気化し又は熱分解する。
【００３０】
水蒸気噴射管１８の噴射口１８ａから反応域２０内に噴射した高温水蒸気は、流動領域２
３に吹込み、減量した可燃性スラッジ塊１のガス化を更に促進するとともに、底部反応域
２５において油蒸気及び熱分解ガスと接触混合して重質炭化水素の軽質化を促進し、底部
反応域２５に改質ガスを生成する。
【００３１】
水蒸気、油蒸気、改質ガス及び微細固形分を含む底部反応域２５の混合気は、外周壁１５
の内面に沿って流動領域２３から上昇し、反応域２０の上端部に配置された混合気排出口
２７からガスダクトＬ１に流出する。ガスダクトＬ１の混合気流は、サイクロン分離器５
０の上部流入口５１からサイクロン分離器５０内に流入し、分離器５０内に旋回流を形成
する。混合気中の固形分は、旋回流の遠心分離作用によりダストバンカー５４内に堆積し
、ダストバンカー５４から排出される。固形分を除去した混合気は、上部送出口５５から
ガスダクトＬ２に流出し、凝縮器６０に導入される。
【００３２】
冷却水が凝縮器６０の冷却コイル６１を循環し、高温の混合気を冷却する。混合気中の油
蒸気及び水蒸気は凝縮し、液化した油分及び水分は、凝縮器６０の回収手段（図示せず）
によって回収される。
【００３３】
油蒸気及び水蒸気を除去し且つ冷却した改質ガスは、送風機７０の吸引圧力によりガスダ
クトＬ３内に流入し、送風機７０の吐出圧力下にガスダクトＬ４から系外の設備、例えば
、燃焼機器又は内燃機関等に燃料ガスとして供給される。
【００３４】
このような構成の廃棄物処理装置よれば、反応器１０に供給された可燃性スラッジ塊１は
、火炎ジェット１２ｂと直接接触・混合して蒸発又は熱分解し、熱分解ガス中の重質炭化
水素は、反応器１０内に噴射した高温水蒸気との接触混合により軽質炭化水素に転化する
。このため、比較的多量の軽質炭化水素を含む改質ガスが反応域２０に生成し、混合気の
分離・凝縮工程後に得られる改質ガスのカロリー値は増大する。
【００３５】
反応器１０は、高速噴流型バーナ１２による可燃性スラッジの熱分解と、高温水蒸気によ
る熱分解ガスの改質とを単一の反応領域で行うように構成されているので、反応器１０を
含むシステム全体構成及び装置全体構造は簡素化する。
【００３６】
また、上記廃棄物処理装置においては、反応器１０の構造として、可燃性スラッジ塊１を
頂部から下向きに導入し、火炎ジェット１２ｂを反応域２０の中心に向けて水平に噴射し
、両者の相互衝突混合により可燃性スラッジ塊１の熱処理を行うので、可燃性スラッジ塊
１と、火炎及び高温燃焼ガスとの接触効率が向上し、可燃性スラッジのガス化効率が向上
する。
【００３７】
更に、上記構成の廃棄物処理装置によれば、可燃性スラッジ塊１のガス化及び熱分解ガス
の改質を促進する底部反応域（改質域）２５を火炎ジェット１２ｂの下側に形成し、底部
反応域２５の寸法設定等により処理能力の設計自由度を高めた構成を採用したことから、
可燃性スラッジ処理量及び処理能力の増減に対する設計変更を底部反応域２５の寸法設定
等により比較的容易に行うことができる。例えば、可燃性スラッジの処理量を増大すべく
装置構造を大型化する必要が生じた場合、各構成要素のスケールアップ、殊に、底部反応
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域２５の大型化により、装置全体のスケールアップを比較的容易に成し得る。
【００３８】
図５は、本発明の第２実施例に係る廃棄物処理装置の反応器１０の概略縦断面図である。
本例の反応器１０では、高速噴流型バーナ１２は、外周壁１５の比較的高い位置に配置さ
れ、高速噴流型バーナ１２の下側に水蒸気噴射管１８の噴射口１８ａが配置される。噴射
口１８ａは、高温水蒸気を底部反応域２５の中心に向けて水平に噴射する。
【００３９】
可燃性スラッジ導入管１７の導入口１７ａから反応域２０内に落下した可燃性スラッジ塊
１は、反応域２０内で径方向外方に若干拡散しながら流下し、高速噴流型バーナ１２の火
炎ジェット１２ｂと交差衝突し、霧状且つ微粒子状に粉砕されるとともに、蒸気化し又は
熱分解する。水分及び油分を逸失して減量ないし軽比重化した可燃性スラッジの固形分は
、火炎ジェット１２ｂの間に形成された流動領域２３（図３）から底部反応域２５に降下
し、噴射口１８ａが噴射した高温水蒸気と混合接触する。可燃性スラッジ中の油分は、高
温水蒸気と混合して更に蒸気化し又は熱分解し、底部反応域２５の熱分解ガスは、重質炭
化水素の軽質化により改質される。
【００４０】
水蒸気、油蒸気、改質ガス及び微細固形分を含む底部反応域２５の混合気は、上記第１実
施例と同様、外周壁１５の内面に沿って流動領域２３から上昇し、混合気排出口２７から
ガスダクトＬ１に流出し、サイクロン分離器５０に導入される。
【００４１】
図６は、本発明の第３実施例に係る廃棄物処理装置の反応器１０の概略縦断面図である。
本例の反応器１０では、高速噴流型バーナ１２の噴射ノズル１２ａおよび水蒸気噴射管１
８の噴射口１８ａは、外周壁１５の同一レベルに配置される。噴射ノズル１２ａは、火炎
ジェット１２ｂを反応域２０の中心に向けて噴射し、噴射口１８ａは、高温水蒸気を底部
反応域２５の中心に向けて水平に噴射する。
【００４２】
可燃性スラッジ導入管１７の導入口１７ａから反応域２０内に落下した可燃性スラッジ塊
１は、火炎ジェット１２ｂと交差衝突して霧状且つ微粒子状に粉砕され、蒸気化し又は熱
分解し、同時に、噴射口１８ａの高温水蒸気噴流と衝突混合する。可燃性スラッジ塊１は
、水分及び油分を逸失して減量ないし軽比重化しながら底部反応域２５内を流動し、熱分
解ガス中の重質炭化水素は、高温水蒸気との混合接触により軽質炭化水素に転化し、熱分
解ガスは改質される。
【００４３】
水蒸気、油蒸気、改質ガス及び微細固形分を含む底部反応域２５の混合気は、上記第１及
び第２実施例と同様、外周壁１５の内面に沿って上昇し、混合気排出口２７からガスダク
トＬ１に流出し、サイクロン分離器５０に導入される。
【００４４】
以上、本発明の好適な実施例について詳細に説明したが、本発明は上記実施例に限定され
るものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の範囲内で種々の変形又は変更が可
能であり、該変形例又は変更例も又、本発明の範囲内に含まれるものであることは、いう
までもない。
【００４５】
例えば、上記構成の廃棄物処理装置及び処理方法は、含油スラリーの廃棄処理のような液
状廃棄物の熱処理プロセスや、微粉炭、ＲＤＦ等のガス化プロセスに適用しても良く、更
には、汚染土壌焼却処理、一般医療廃棄物ならびに感染性医療廃棄物の処理プロセスに適
用してもよい
【００４６】
また、反応器から導出した混合気から微細固形分等を除去する分離器として、バグフィル
ター又はセラミックフィルター等の他の分離手段又は浄化手段を備えた分離器を使用して
も良い。
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【発明の効果】
以上説明した如く、本発明の上記構成によれば、可燃性スラッジ等の有機性廃棄物を加熱
し、気化・減容し、気化・減容過程で生成した気化ガス及び油蒸気等の混合気中の重質炭
化水素を軽質炭化水素に転換し、比較的高カロリーの改質ガスを生成することができる廃
棄物処理装置及び廃物処理方法が提供される。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の好適な実施例に係る廃棄物処理装置の全体構成を示すシステムフロー図
である。
【図２】図１に示す反応器の概略縦断面図である。
【図３】図１に示す反応器の概略横断面図である。
【図４】図１に示す水蒸気加熱装置の構造を概略的に示す断面図である。
【図５】本発明の第２実施例に係る廃棄物処理装置の反応器の構成を概略的に示す縦断面
図である。
【図６】本発明の第３実施例に係る廃棄物処理装置の反応器の構成を概略的に示す縦断面
図である。
【図７】従来の廃棄物処理装置の全体構成を示すシステムフロー図である。
【符号の説明】
１　可燃性スラッジ塊
１０　反応器
１１　原料導入部
１２　高速噴流型バーナ
１２ａ　噴射ノズル
１２ｂ　火炎ジェット
１３　頂壁
１４　底壁
１５　外周壁
１７　可燃性スラッジ供給管
１７ａ　可燃性スラッジ導入口
１８　水蒸気噴射管
１８ａ　水蒸気噴射口
２０　反応域
２２　火炎領域
２３　流動領域
２５　底部反応域
５０　サイクロン分離器
６０　凝縮器
７０　送風機
８０　水蒸気加熱装置
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図７】
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